















































































































        北京から帰国の途につく
一一月二日
                  直隷省に属する景州州城に到着、そ








        湖北省、嘉魚県から、湖南省、臨湘
    
                                   県に向かう
甲申一月三〇日
 































湖北の各省を行き広西へ向かえ、という公文を受け取る。二四日に出発し 一二月一 日にようやく省城武昌 到着…」
8と
記されている。が、そこに 、臨安に立ち寄ったとは一言も書いておらず、中国の公文で、山東─安徽─湖北の経路を辿るよう指示があったとするなら、公の使節が勝手に経路を変更してその道中で臨安 立ち寄っていたとは考えにくいし、仮に臨安に寄っていたとしても、それを朝廷へ 奏上文に記して ないというのもおかしい。
それでも、阮攸が臨安に立ち寄ったのだとホアンが考えるの

























































































































































































































































































【現代語訳】王氏の深くよく考えたはかりごと、緻密な計算は、夫の秦檜に勝る。女が権力を振るうことを指して「雌鶏が時を告げる」 （牝雞司晨）という言葉があるが、その言葉のように王氏 まさに、権力をほしいままにした女性の第一人者だ。生まれ がらに能弁の三寸もの長 舌は爛れることなく 今では鉄像になって、かえって純粋な鋼鉄で作られ 永遠に朽ちることのない体を得た。秦檜との夫唱婦随の道を尽 したのだから、悔いることどないはずだ。狡猾 悪巧みも秦檜と同じくらいであったがために、なお一層親しくなれた だ。女に力量が いなどと ってはいけ 王氏は岳飛の軍を震撼させ破っ 。











各詩をその順番通りに並べたも である。各詩 の左側 はA.1494
本の順番通りに番号を振った。各詩題名の右側に示し














































「王氏像」 の後には、 河北省の鄴、 今の磁県付近で書かれた詩
（ 「銅
雀台」 、 「七十二疑冢」 ）
、邯鄲で書かれた詩

























のことから 西湖の岳飛墓に立ち寄らず、河南省湯陰県の岳飛廟に阮攸が寄ったのだとしても、秦檜、 鉄像を実際 目にすることは可能であったと考えられる。　
ただ、 『明一統志』に記録されているのは、あくまで岳飛の
生まれ故郷に建てられた「廟」であっ 、 「墓」ではない、ということはどう考えればいいだろうか。この点については 生まれ故郷の岳飛廟を阮攸 あくまで墓 考え いて、そし 、臨安にある岳飛墓にも思いを馳せていたのではな か と筆者は考える。
それから、漢詩「岳武穆塋」で用いられている語句にも注目












山頻悵望」とい 表現が見られ、こ 場合の「悵望」 明らかに遥か彼方を見遣っ いると考えられる
17。これと同様、 「岳











経路に沿うよう、 「岳武穆塋」 、 「秦檜像」 、 「王氏像」に加えてその他いくつかの詩を並べ替えているのだが、臨安に立ち寄ったことがないとするなら、並べ替えられたその他の詩の執筆場所の推測も誤っていると考えられるからである。
この場合、特に問題となるのが「周郎墓」 、 「梁昭明太子分経














































【現代語訳】赤壁の戦いで曹操の百万の兵を焼き尽くした才能優れた立派な武将である周瑜（一七五─二一〇）は、心残りがほぼなかっただろうか。孫策と同い年で深く親しみ、生涯の親友には孔明がいた。かつての呉の宮殿は瓦礫となり、呉の皇帝の行った事業は荒廃したものの、いばらが生い茂った古い墓の上には英雄の名が今でも残され いる。二人の喬 美人姉妹（大喬は孫策の妻、小喬は周瑜の妻） 香り高き骨 どこに埋められているだろうか。曹操が大喬小喬 姉妹を捕らえて住まわせようとした（と諸葛孔明が に吹き込んだ）銅雀台はすでに半分傾いているのを私は目にしたが
まず、ダオ・ズイ・アイン本での詩の配置を確認すると、 「徐



















の後で触れるよう 、杭州の北にあるとしている。ということは、その間に配置された「石台」の所在地は、南京か杭州、あるいは両地点 間あたり 彼が考え いたことは予想がつく。かつての南朝の梁の都建業は 現在の南京であ のでダオ・ズイ・アイン 南京が「石台」の場所だと考え かもしれない。あるいは、中国の地理書 確認すると、 『浙江通志』巻四十の「杭州府」 ところで、 「分經臺
　
天目山志在東天目
即梁昭明分梵本金剛經處」という記述があり、 また『武林梵志』巻六にも、昭明太子の「分経台」が臨安の東天目寺 説明の中に「分經臺即 分金剛經處」 いう記述 確認できる。ダオ・ズイ・アインは阮攸が臨安に寄っていたと考えているので、この東天目寺のことを考えて た可能性もあるだろう。
だが、手写本での「石台」の配置場所を確認してみると、安
徽省で書かれたことが分かる「潜山道中」 「桃花潭李青蓮旧跡」 、 「桃花駅道中」の後に、 石台 が続き、 「石台」 後には、



































































































ある。この題のもとには一首しか存在しないの れ 第一首として、以下の詩を順に追い 途中の「楚霸王墓」は二首含まれてい ので第五、 六首と数えながら、十七首を数えてみると、
 
97番の「黄州竹楼」が第十七首に当たる。そして、 「東路
十七首」 から 「黄州竹楼」 までが書かれた場所を見てみると 「周郎墓」が安徽省にあるものだとするなら、一部
91番と
92番のよ








順番も、 おおよそ、 山東省から江蘇省徐州に行きて、湖北省を西へ進んで くという経路 確認できる。
以上のように見ると、実は、帰路の各詩の順番はまったくの
無秩序とは言えないことが分かる。 「東 十七首」以下「黄州




























































































いるので、栄啓期のことを考えながら詩を作ったのだろうが、詩の題名の「栄啓期拾穂処」と詩 一節 「曠野東山下／行歌拾穗時」という表現 、林類の拾穂と混同しているものと考えられる。
ただし、 「東山」という山の名が阮攸の には具体的に出









































































































































































































秕糠〔しいなとぬか。粗悪なものの意〕が混じって入って た。親子は昼が過ぎてもまともな食べ物 はありつけないでいる。衣服はなんともぼろぼろだ。 に会っても、顔を上げて見ることもなく、涙が襟に浪々〔涙が盛んに流れる様〕と流れ落ちるばかりだ。子供たちはしばし楽しく笑い、 母親 心の傷を分かてはいない。母親の心はどれほど傷ついて ることだろう。彼らは飢饉の年には他の村に行く 他の村で やや豊作で、米値段はそれほど高くないからだ。彼らは故郷を捨てていくことなど惜しんだりはしない。とりあえず生き びる方法 考のだ。しかし、人に雇われて精一杯働い としても、四人の口に十分 糧には満たな 。道ばたで日々食べ物を乞い歩 たとしても、そんなことがどれだけ長く続くというのだ う。ま
22




















行程について再検討してきた。最初に問題にしたのは、 使の行程から明らかに大きく外れている臨安 阮攸が立ち寄ったか否かである。ベトナムではこれまで「岳武穆塋」 、 「秦檜像」 、「王氏像」の三題五首が存在すること、そして岳飛の墓が杭州の西湖近くにあること ら、臨安に立ち寄ったと考えられてきた。しかし、 『北行雑録』手写本の
A.1494
本における各詩の配
列順が北使の行程とほぼ対応し いると仮定するなら、前後の詩の執筆場所との関係 ら推定して、 「岳武穆塋」は、往路の道中、岳飛の生まれ故郷である河南省湯陰県の岳飛廟 書かれたものではないか 本稿 は推測した。 「秦檜像」 、 「王氏像」は阮攸が実際その場に行 なければ書けないと思われる内容だが、河南省湯陰県の岳飛廟には秦檜像、王氏像も存在していることが確認できる。また、 詩「岳武穆塋」の第七句にある「悵望」という表現は、臨安 岳飛墓に立って 言い得ないのではないか、ということも指摘した。阮攸が臨安 立ち寄っ はないのだとする本稿の仮説がもし正しい するなら、臨安に立
23
———　文学の移動 / 移動の文学　———
ち寄ることを前提としたこれまでのベトナム人研究者たちによるその他の詩の執筆場所の推定も修正する必要が出てくる。そこで、該当する詩「周郎墓」 、 「梁照明太子分経石台」 、 「五祖山道中」について、臨安へ ルートを外れずとも、安徽省、湖北省を通る途上に、それらの場所があることを、地理書および手写本の再検討から確認した。また、そ 他にこれまでの推測で誤っていると思われる「栄啓期拾穂処」と「西河駅」の執筆場所も、北使行程に沿った地点を新たに指摘した。
ただ、本稿で提示した仮説には筆者自身が自覚している問題




































ột giả thuyết 






























ội, 2016, p. 94 〔ベトナム語訳〕









































































































 op.cit., pp. 46-47.
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ội, 2015,  p. 676.　







iên (ed.), op.cit., p. 60.
18　
 ダオ・ズイ・アインは次のように阮攸の北使の経路を推測して る。
「 （…）私たちは、 〔北使の経路の〕空間と時間に合うように、 〔 『北行雑録』の〕幾つかの詩の配置を、変更した。／『北行雑録』に従って 私たちは、以下 ように使部の行きと帰りの道の略図の提示をしてみたい。／阮攸はフエから出発して、昇龍を通過し、南関から中国に渡り、明江と左江に沿って梧州に到り、桂江を遡って桂林に到 、興安運河〔満江？〕を通って湘江に渡り、湘江を下って湖南省をずっと行き 湘潭と湘陰を通って、同庭湖に入り、そして、湖北省武漢に到着。そこから使部はおそらく陸路で武勝関を通って河南に入り、信陽、偃城、許昌 通って開封に到り、黄河を越えて、漳河上の朝歌
 、鄴城を過ぎ、かつて趙の都だった邯鄲を過ぎ、
易水 過ぎ かつ 燕国の地域に入って、北京に到る。帰り 際の阮攸の陸路は、行きの道の黄河の南と北の辺りで 飢餓と混乱があり、使部は東側に道に変更して帰らなければならなか た。おおよそ、
 津浦線の最




nh (ed.), op.cit., p. 
32. ）19　

































































































































































 cái túi không” ( 1788- 1790 )”, http://chim
viet.free.fr/
vanhoc/pham
trongchanh/P
ham
T
rongC
hanh_N
D
_03N
haS
uC
hiH
ien.htm
を参照 （最
終閲覧日二〇一六年一一月二六日）
38　
 安徽省巡撫の奏上文の存在については、阮攸が臨安に立ち寄ったとい
うことを前提にしてグエン・ヴァン・ホアンが言及しているもので、阮攸が臨安に寄っていないのであれば、もしかするとそのような奏上文は最初から存在していないのかもしれない、とも筆者は考えている。
